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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。

・ストレスチェックについて

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月中旬、PPTは10月上旬を予定している。

委員会提出前に、抄録を8/15（木）までに菅原AOMに提出すること。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・7月分の月報について：8月5日（月）までに作成すること。
・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。
・ひので給食センターのお盆休業（8/12～8/16）に伴い、ノースネバーランドの同期間の注文について、8/9（金）に取りまとめて連絡する予定としている。
・医療安全管理委員会より厚生労働省の「熱中症予防のために」がWIZ掲示板に掲載されています。各自参照してください。
・三八医療懇談会

日時：8月6日(火)18：30～

場所：アピル五戸

演題：「臨床に役立つリハビリテーション医療の知見と有用性」

講師：岩手医科大学医学部リハビリテーション医学科　教授　西村行秀
・看護グループ内研修
日　時：8月5日（月）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：コミュニケーション技術

対　象：全職員

講　師：成田JGM
日　時：8月26日（月）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：入職１年以上の職員

講　師：藤原SGM

日　時：8月29日（木）17：15～
場　所：病院2階　会議室

テーマ：救急対応

対　象：全職員

講　師：松沢JGM

＜利用者様情報＞

デイナイトケア
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供あり。昨日夕食時、食物が痞えたためかムセながら、洗面所に向かうことがあり様子観察している。服薬も普段より時間を要している。また、夕食後は表情冴えず、「体が痛い」と不調を訴えており、自室で休息を取っている。嗜好品の際には定時にホールに降りており、大きな問題は見られないとの事。。先日スタッフへ相談していた頻尿傾向であることについて、「1時間おきにトイレに行くようになった」と話している。スタッフが、排尿時痛や残尿感について問うと「よくわからない」と曖昧な返答であり、主治医面談時に相談するよう再度伝えている。本日来所後に、尿失禁しており、下衣交換実施している。その際、スタッフが自室を確認すると洗濯物を溜め込んでいたり、ベットシーツを寄せており失禁を隠すような行為があったとの事。スタッフより綿パンツからリハパンへの変更を提案すると、拒否しながらも渋々応じた様子。昼夜リハパン着用とし、様子観察していく。
・鈴木　真知子様～風荘より情報提供あり。本日で排便無し6日目であり、下剤服用を促したが「いや、いい」と消極的である。随時、排便状況を確認していく。今朝来所する際、「帰りたい、帰りたい」と話しており、青山荘方向へ歩いている。スタッフと青陽館付近を散歩し、頓服薬服用した後来所している。また、保護者である長姉様に電話連絡したとの事で、普段より帰宅要求が強い様子。
・馬渡　武光様　～青風荘より情報提供あり。以前より、右肩、腰部疼痛を訴えており、他利用者様の湿布を貼る行為も見受けられていた。その都度、主治医に相談するよう助言している。だが、昨日面談時に主治医より、湿布処方を提案されるも「いらない」と拒否している。
デイケア

・根地戸　恵様　～来所時に、交際相手と喧嘩したことをスタッフに報告しており、不安の訴えが聞かれている。普段行っている対処法を実践してみるよう助言すると、スマートフォンにて音楽を聴いているが、暫くすると涙を流している。状況を確認すると「音楽聴いてたら悲しくなってきた」と話している為、の対処法として園芸療法への参加を促している。園芸療法終了後は表情良く過ごしている。
ショートケア

特記事項無し。
